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２
０
１
１
年
11
月
末
、２
０
２
０
年
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
招
致
活
動

の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
ロ
ゴ
に
、芸
術
学
部
デ
ザ

イ
ン
学
科
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

４
年
島
峰 

藍
さ
ん
の
デ
ザ
イ
ン
が
採
用
さ
れ

ま
し
た
。

日
本
を
象
徴
す
る
花
、桜
を
モ
チ
ー
フ
に
大
き

な「
リ
ー
ス
」が
描
か
れ
、リ
ー
ス
を
形
づ
く
る

桜
の
花
は
赤
、青
、黄
、緑
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

カ
ラ
ー
と
と
も
に
、東
京
を
表
す
色「
江
戸
む

ら
さ
き
」の
５
色
で
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
し

て
、永
遠
や
幸
福
と
い
う
意
味
に
加
え「
再
び

戻
る
」と
い
う
意
味
も
あ
る
と
い
う
リ
ー
ス
。

こ
の
形
に
は
、１
９
６
４
年
に
開
催
さ
れ
た
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
活
気
を
も
う
一
度
こ
の

地
に
取
り
戻
し
た
い
、そ
ん
な
願
い
が
こ
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

「
今
、日
本
は
震
災
の
影
響
も
大
き
く
大
変
な

時
期
で
す
。あ
こ
が
れ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手

の
み
な
さ
ん
の
活
気
で
、ま
た
元
気
な
日
本
が

戻
っ
て
き
て
く
れ
た
ら
い
い
な
、と
い
う
思
い

を
こ
め
ま
し
た
」と
話
す
島
峰
さ
ん
。

も
と
も
と「
リ
ー
ス
」を
モ
チ
ー
フ
に
選
ん
だ

の
は
、映
画『
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
』シ
リ
ー
ズ

の
中
で
リ
ー
ス
が
手
向
け
ら
れ
る
シ
ー
ン
を

疑
問
に
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
。リ
ー
ス
に
は

「
再
び
戻
る
」意
味
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、迷
わ

ず
今
回
の
ロ
ゴ
の
モ
チ
ー
フ
に
決
め
た
の
だ

そ
う
で
す
。招
致
ロ
ゴ
の
発
表
会
に
は
、真
珠

を
あ
し
ら
っ
た「
リ
ー
ス
」形
の
ブ
ロ
ー
チ
を

つ
け
て
臨
み
ま
し
た
。こ
の
ブ
ロ
ー
チ
は
、数

年
前
に
視
聴
覚
障
害
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た

め
の
ロ
ゴ
を
作
成
し
た
時
、記
念
品
と
し
て
も

ら
っ
た
も
の
と
の
こ
と
。「
リ
ー
ス
と
リ
ー
ス

が
つ
な
が
っ
た
な
、と
気
づ
い
て
う
れ
し
く
な

り
ま
し
た
」と
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

島
峰
さ
ん
デ
ザ
イ
ン
の
ロ
ゴ
は
、旗
や
封
筒
な

ど
様
々
な
形
で
使
用
さ
れ
ま
す
。

平成23年度
卒業制作／修了作品展

相
模
原
キ
ャ
ン
パ
ス
は
3
月
11
日
〜
14
日
、杉

並
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
3
月
11
日
〜
13
日
に
平

成
23
年
度
卒
業
制
作
展
／
修
了
制
作
展
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
相
模
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
11
日
に
芸
術
学
科
優
秀
卒
業
研
究
お
よ
び

大
学
院
修
士
論
文
発
表
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

学
生
生
活
の
集
大
成
と
な
る
卒
業
制
作
作
品

を
鑑
賞
し
に
、多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。
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芸術学部絵画学科日本画専攻3年、山村遥さんの『自画像』
が第38回東京春季創画展に入選しました。入選作につい
て、山村さんは「黒兎の姿を借りて私の中の私を描いた作
品です。いろんな素材を用いたことで作品の核である“兎”
にとって重要なテクスチャーを表現できました」と話して
くれました。2月にはグループ展にも出品し、活発に制作活
動を続ける山村さん。今後の活躍に期待しています。

芸術学部デザイン・工芸学科ヴィジュアルデザイン専攻、
立花文穂准教授がアートディレクションを手掛けた展覧
会カタログが2011年度東京ADC賞（主催：東京アートディ
レクターズクラブ）を受賞しました。受賞対象となったカ
タログは、2011年3月8日～ 6月5日、国立国際美術館にて
開催された「風穴　もうひとつのコンセプチュアリズム、
アジアから」のものです。

展覧会ブック＆
エディトリアルで
ADC 賞受賞01幅広い種類の材料を使った

表現が、高評価02

学生限定の立体アートコンペ「AAC2011※」で、大学院修士課
程美術専攻立体芸術の帆足枝里子さんの『土塊』が優秀賞を
受賞しました。帆足さんの『土塊』はコンセプトが明確な上、
説得力のあるプレゼンも高評価。受賞につながりました。帆
足さんは「公共の場への設置を目的とした作品制作を体験
できたのは、自分にとって良い刺激になりました。今後の制
作にぜひ生かしたい」と話していました。

実制作とプレゼンで
優秀賞を受賞03
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杉並キャンパスの７号館新校舎が完成し、3月8日に竣工式
が行われました。この7号館は、大講義室のほか芸術学部アー
ト・デザイン表現学科のスペースとして建てられました。
2010年度に教育組織が再編され、2年後に完成年度を迎える
アート・デザイン表現学科。新しい可能性をひめた表現の場
として実技教室や工房、PCルームなどを設置。学生がより
制作しやすい環境となるでしょう。

杉並キャンパス７号館
新校舎がついに完成10

公募展受賞者紹介11

芸術学部
卒業制作賞
　呉本舞子　　　絵画学科洋画専攻版画コース
　齋藤杏奈　　　絵画学科洋画専攻絵画Ⅰコース
　中川未央　　　絵画学科洋画専攻絵画Ⅰコース
　櫻井奈津美　　絵画学科日本画専攻
　及川翔子　　　工芸学科ガラスコース
　江塚奈々　　　立体アート学科
　尾屋みなみ　　デザイン学科ヴィジュアルデザインコース
　矢島玲奈　　　デザイン学科プロダクトデザインコース
　山口紘奈　　　デザイン学科環境デザインコース
　中野　咲　　　デザイン学科ヴィジュアルデザインコース
　加藤　蛍　　　メディアアート学科
　土方理紗子　　メディアアート学科
　松本春日　　　メディアアート学科
　伊藤由佳　　　ファッション造形学科

卒業研究賞
　荒井美月　　　芸術学科

優秀作品賞
　井上潤美　　　絵画学科洋画専攻絵画Ⅱコース
　岩淵彩香　　　絵画学科洋画専攻版画コース
　平城佑里子　　絵画学科洋画専攻版画コース
　室井麻未　　　絵画学科洋画専攻絵画Ⅰコース
　竹内絵梨菜　　絵画学科日本画専攻
　山田里実　　　絵画学科日本画専攻
　德永　碧　　　工芸学科染コース
　三村有見　　　工芸学科織コース
　稲場友紀　　　立体アート学科
　橋本はな　　　立体アート学科
　河本　永　　　デザイン学科ヴィジュアルデザインコース
　鈴木　雅　　　デザイン学科環境デザインコース
　仲子なつ美　　デザイン学科ヴィジュアルデザインコース
　中村理菜　　　デザイン学科ヴィジュアルデザインコース
　福本有香子　　デザイン学科プロダクトデザインコース
　北條里実　　　デザイン学科ヴィジュアルデザインコース
　森真奈美　　　デザイン学科プロダクトデザインコース
　竹田今日子　　メディアアート学科
　山田佳奈　　　メディアアート学科
　木村恵理　　　メディアアート学科
　島﨑杏美　　　メディアアート学科
　大須賀百々香　ファッション造形学科
　高木遥菜　　　ファッション造形学科

優秀研究賞
　西鍛治麻岐　　　　芸術学科
　梁　丞延　　　　　芸術学科

短期大学部　造形学科
卒業制作賞
　檜垣友見子　　　　美術コース
　大池舞子　　　　　美術コース
　和泉　月　　　　　デザインコース情報デザイン
　海野百恵　　　　　デザインコース情報デザイン
　皆川成美　　　　　デザインコース情報デザイン
　坂本菜摘　　　　　デザインコース創造デザイン
　松本来夢　　　　　デザインコース創造デザイン

優秀作品賞
　谷芙由美　　　　　美術コース
　日野沙紀　　　　　美術コース
　皆川　愛　　　　　美術コース
　木佐貫幸奈　　　　デザインコース情報デザイン
　スゥ ウェンディー　デザインコース情報デザイン
　野中美穂　　　　　デザインコース情報デザイン
　板橋亜弥　　　　　デザインコース創造デザイン
　小椋美咲　　　　　デザインコース創造デザイン
　中澤亜美　　　　　デザインコース創造デザイン
　松枝あかね　　　　デザインコース創造デザイン

短期大学部専攻科造形専攻
優秀作品賞
　矢澤せきみ　　　　美術コース
　増田　愛　　　　　美術コース
　荻　陽子　　　　　工芸デザインコース
　岩井　恵　　　　　工芸デザインコース
　髙橋さくら　　　　工芸デザインコース

平成23年度加藤成之記念賞
芸術学部
　室井麻未　　　　　絵画学科洋画専攻絵画Ⅰコース
　竹内唯可　　　　　絵画学科日本画専攻
　万見あかね　　　　工芸学科染コース
　木下咲香　　　　　立体アート学科
　磯村香那　　　　　デザイン学科プロダクトデザインコース
　渡邉由紀　　　　　メディアアート学科
　横井理子　　　　　ファッション造形学科
　笠原　舞　　　　　芸術学科

短期大学部
　松本来夢　　造形学科デザインコース創造デザイン
　古谷昌子　　専攻科造形専攻工芸デザインコース

平成23年度福澤一郎賞
　清水香帆　　大学院美術研究科修士課程美術専攻洋画研究領域
　小林文香　　大学院美術研究科修士課程美術専攻版画研究領域

平成23年度大久保婦久子賞
　髙橋舞子　　大学院美術研究科修士課程美術専攻洋画研究領域
　米田恵理　　大学院美術研究科修士課程美術専攻日本画研究領域
　茶之木絵理　大学院美術研究科修士課程美術専攻版画研究領域
　古田奈穂子　大学院美術研究科修士課程デザイン専攻ヒーリング造形研究領域
　山本佳那　　大学院美術研究科修士課程デザイン専攻ファッション造形研究領域
　友岡あゆ子　大学院美術研究科修士課程芸術文化専攻美術史研究領域

平成23年度女子美術大学美術館収蔵作品賞
　髙橋舞子　　大学院美術研究科修士課程美術専攻洋画研究領域

平成23年度女子美術大学美術館賞
　髙橋舞子　　大学院美術研究科修士課程美術専攻洋画研究領域
芸術学部
　中川未央　　絵画学科洋画専攻絵画Ⅰコース
　樺澤侑里　　絵画学科日本画専攻
　橘田朋美　　工芸学科染コース
　石井文音　　立体アート学科
　牧　恵子　　デザイン学科ヴィジュアルデザインコース
　渡邉由紀　　メディアアート学科
　井上麻由美　ファッション造形学科
短期大学部　造形学科
　日野沙紀　　美術コース

平成 23 年度
卒業制作賞・優秀作品賞 等 受賞者12

全国大学版画展
買上収蔵賞
岩淵彩香　芸術学部絵画学科洋画専攻版画コース4年
茶之木絵理　大学院美術研究科修士課程美術専攻版画研究領域2年
小林文香　大学院美術研究科修士課程美術専攻版画研究領域2年

京展
市長賞　
茶之木絵理　大学院美術研究科修士課程美術専攻版画研究領域2年

やまなし県民文化祭
やまなし県民文化祭賞
小林文香　大学院美術研究科修士課程美術専攻版画研究領域2年

神奈川県美術展
＜工芸部門＞
入選
荒井明日葉　大学院美術研究科修士課程美術専攻工芸（織）1年
井田未来　大学院美術研究科修士課程美術専攻工芸（織）2年

清州国際工芸ビエンナーレ（韓国）
入選
荒井明日葉　大学院美術研究科修士課程美術専攻工芸（織）1年

ジャパン・テキスタイル・コンテスト
＜学生の部＞
奨励賞
三村有見　芸術学部工芸学科織コース4年
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2007年より本学学生と株式会社電通の
クリエーターとの共同制作プロジェクトと
して開始した「女子美×電通 人権 アー
ト・プロジェクト」。今年度前期は、杉並
キャンパスにて伊勢克也教授が指導、後
期は川口吾妻教授が引き継ぎ、31点の
ポスターを制作しました。完成したポス
ターは相模原キャンパス224ギャラリー
で展示されました。

女子美と電通が考える
人権ポスター04

SICF12※でグランプリを受賞した福士朋
子准教授のアートワークが表紙を飾る
スパイラルの広報誌「SPIRAL PAPER」が
発行されました。マンガの構法や手法を
用いて、力強い描線と鮮やかな色で個人
の小さなつぶやきを描き、目を奪う福士
先生のアートワークが、「SPIRAL PAPER」
の表紙と裏表紙に展開されています。
※Spiral Independent Creators Festival 12

パーソナルなつぶやき、
SPIRALに再登場06

新宿、歌舞伎町の資質を生かし、イメー
ジを再構築することを目的にした新宿
区によるプロジェクト「学生クリエイ
ターズ・フェスタin新宿２０１１」に大
学院修士課程デザイン専攻環境造形の
学生チームが作品を出品、優秀賞を受
賞しました。今大会テーマである「繋が
りの誘発」を表現した受賞作『361°』は、
一般投票でも2位を獲得しました。

歌舞伎町に新しい
コミュニケーション
装置を提案

05

大学院博士後期課程美術専攻デザイン
２年、チラユ・ポンワルットさんが制作
したマークが、相模原市特別高度救助
隊消防車「スーパーレスキューはやぶ
さ」のシンボルとして採用されました。
小惑星探査機はやぶさにちなんで「は
やぶさが高速で駆けつける様子をシン
プルに表現したかった」と話すポンワ
ルットさん。マークつき消防車は今後
10台まで増台します。

スーパー
レスキュー車に、
はやぶさ舞い降りる

07

自分たちが取り組んでいる環境活動
についてプレゼンテーションを行い、
「計画性」や「実行力」といった様々な
評価基準から評価を受ける全国大学
生環境活動コンテスト（通称エココ
ン）で、本学学生４グループで構成さ
れる環境活動団体「にこぷん」が審査
員特別賞を受賞しました。昨年に続
き、日頃の活動を報告する貴重な機会
となりました。

にこぷん、エココンで
審査員特別賞受賞！09

学生と社会を結びつけることを目的と
し、全国デザイン系大学学部３年生限
定の選抜作品展「金の卵　オールス
ターデザインショーケース（主催：六本
木AXIS）」に“日常／非常　ハイブリッ
ド型デザインのすすめ”とのテーマの
もと、芸術学部デザイン学科プロダク
トデザインコースから木皿千智さん、
黒川愛砂さん、村田芽以さんの作品が
選抜作品として展示されました。

日常の機能を
非常時に生かす
デザインが集結

08

News & TopicsNews & Topics

杉並キャンパスの７号館新校舎が完成し、3月8日に竣工式
が行われました。この7号館は、大講義室のほか芸術学部アー
ト・デザイン表現学科のスペースとして建てられました。
2010年度に教育組織が再編され、2年後に完成年度を迎える
アート・デザイン表現学科。新しい可能性をひめた表現の場
として実技教室や工房、PCルームなどを設置。学生がより
制作しやすい環境となるでしょう。

杉並キャンパス７号館
新校舎がついに完成10

公募展受賞者紹介11

芸術学部
卒業制作賞
　呉本舞子　　　絵画学科洋画専攻版画コース
　齋藤杏奈　　　絵画学科洋画専攻絵画Ⅰコース
　中川未央　　　絵画学科洋画専攻絵画Ⅰコース
　櫻井奈津美　　絵画学科日本画専攻
　及川翔子　　　工芸学科ガラスコース
　江塚奈々　　　立体アート学科
　尾屋みなみ　　デザイン学科ヴィジュアルデザインコース
　矢島玲奈　　　デザイン学科プロダクトデザインコース
　山口紘奈　　　デザイン学科環境デザインコース
　中野　咲　　　デザイン学科ヴィジュアルデザインコース
　加藤　蛍　　　メディアアート学科
　土方理紗子　　メディアアート学科
　松本春日　　　メディアアート学科
　伊藤由佳　　　ファッション造形学科

卒業研究賞
　荒井美月　　　芸術学科

優秀作品賞
　井上潤美　　　絵画学科洋画専攻絵画Ⅱコース
　岩淵彩香　　　絵画学科洋画専攻版画コース
　平城佑里子　　絵画学科洋画専攻版画コース
　室井麻未　　　絵画学科洋画専攻絵画Ⅰコース
　竹内絵梨菜　　絵画学科日本画専攻
　山田里実　　　絵画学科日本画専攻
　德永　碧　　　工芸学科染コース
　三村有見　　　工芸学科織コース
　稲場友紀　　　立体アート学科
　橋本はな　　　立体アート学科
　河本　永　　　デザイン学科ヴィジュアルデザインコース
　鈴木　雅　　　デザイン学科環境デザインコース
　仲子なつ美　　デザイン学科ヴィジュアルデザインコース
　中村理菜　　　デザイン学科ヴィジュアルデザインコース
　福本有香子　　デザイン学科プロダクトデザインコース
　北條里実　　　デザイン学科ヴィジュアルデザインコース
　森真奈美　　　デザイン学科プロダクトデザインコース
　竹田今日子　　メディアアート学科
　山田佳奈　　　メディアアート学科
　木村恵理　　　メディアアート学科
　島﨑杏美　　　メディアアート学科
　大須賀百々香　ファッション造形学科
　高木遥菜　　　ファッション造形学科

優秀研究賞
　西鍛治麻岐　　　　芸術学科
　梁　丞延　　　　　芸術学科

短期大学部　造形学科
卒業制作賞
　檜垣友見子　　　　美術コース
　大池舞子　　　　　美術コース
　和泉　月　　　　　デザインコース情報デザイン
　海野百恵　　　　　デザインコース情報デザイン
　皆川成美　　　　　デザインコース情報デザイン
　坂本菜摘　　　　　デザインコース創造デザイン
　松本来夢　　　　　デザインコース創造デザイン

優秀作品賞
　谷芙由美　　　　　美術コース
　日野沙紀　　　　　美術コース
　皆川　愛　　　　　美術コース
　木佐貫幸奈　　　　デザインコース情報デザイン
　スゥ ウェンディー　デザインコース情報デザイン
　野中美穂　　　　　デザインコース情報デザイン
　板橋亜弥　　　　　デザインコース創造デザイン
　小椋美咲　　　　　デザインコース創造デザイン
　中澤亜美　　　　　デザインコース創造デザイン
　松枝あかね　　　　デザインコース創造デザイン

短期大学部専攻科造形専攻
優秀作品賞
　矢澤せきみ　　　　美術コース
　増田　愛　　　　　美術コース
　荻　陽子　　　　　工芸デザインコース
　岩井　恵　　　　　工芸デザインコース
　髙橋さくら　　　　工芸デザインコース

平成23年度加藤成之記念賞
芸術学部
　室井麻未　　　　　絵画学科洋画専攻絵画Ⅰコース
　竹内唯可　　　　　絵画学科日本画専攻
　万見あかね　　　　工芸学科染コース
　木下咲香　　　　　立体アート学科
　磯村香那　　　　　デザイン学科プロダクトデザインコース
　渡邉由紀　　　　　メディアアート学科
　横井理子　　　　　ファッション造形学科
　笠原　舞　　　　　芸術学科

短期大学部
　松本来夢　　造形学科デザインコース創造デザイン
　古谷昌子　　専攻科造形専攻工芸デザインコース

平成23年度福澤一郎賞
　清水香帆　　大学院美術研究科修士課程美術専攻洋画研究領域
　小林文香　　大学院美術研究科修士課程美術専攻版画研究領域

平成23年度大久保婦久子賞
　髙橋舞子　　大学院美術研究科修士課程美術専攻洋画研究領域
　米田恵理　　大学院美術研究科修士課程美術専攻日本画研究領域
　茶之木絵理　大学院美術研究科修士課程美術専攻版画研究領域
　古田奈穂子　大学院美術研究科修士課程デザイン専攻ヒーリング造形研究領域
　山本佳那　　大学院美術研究科修士課程デザイン専攻ファッション造形研究領域
　友岡あゆ子　大学院美術研究科修士課程芸術文化専攻美術史研究領域

平成23年度女子美術大学美術館収蔵作品賞
　髙橋舞子　　大学院美術研究科修士課程美術専攻洋画研究領域

平成23年度女子美術大学美術館賞
　髙橋舞子　　大学院美術研究科修士課程美術専攻洋画研究領域
芸術学部
　中川未央　　絵画学科洋画専攻絵画Ⅰコース
　樺澤侑里　　絵画学科日本画専攻
　橘田朋美　　工芸学科染コース
　石井文音　　立体アート学科
　牧　恵子　　デザイン学科ヴィジュアルデザインコース
　渡邉由紀　　メディアアート学科
　井上麻由美　ファッション造形学科
短期大学部　造形学科
　日野沙紀　　美術コース

平成 23 年度
卒業制作賞・優秀作品賞 等 受賞者12

全国大学版画展
買上収蔵賞
岩淵彩香　芸術学部絵画学科洋画専攻版画コース4年
茶之木絵理　大学院美術研究科修士課程美術専攻版画研究領域2年
小林文香　大学院美術研究科修士課程美術専攻版画研究領域2年

京展
市長賞　
茶之木絵理　大学院美術研究科修士課程美術専攻版画研究領域2年

やまなし県民文化祭
やまなし県民文化祭賞
小林文香　大学院美術研究科修士課程美術専攻版画研究領域2年

神奈川県美術展
＜工芸部門＞
入選
荒井明日葉　大学院美術研究科修士課程美術専攻工芸（織）1年
井田未来　大学院美術研究科修士課程美術専攻工芸（織）2年

清州国際工芸ビエンナーレ（韓国）
入選
荒井明日葉　大学院美術研究科修士課程美術専攻工芸（織）1年

ジャパン・テキスタイル・コンテスト
＜学生の部＞
奨励賞
三村有見　芸術学部工芸学科織コース4年
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2007年より本学学生と株式会社電通の
クリエーターとの共同制作プロジェクトと
して開始した「女子美×電通 人権 アー
ト・プロジェクト」。今年度前期は、杉並
キャンパスにて伊勢克也教授が指導、後
期は川口吾妻教授が引き継ぎ、31点の
ポスターを制作しました。完成したポス
ターは相模原キャンパス224ギャラリー
で展示されました。

女子美と電通が考える
人権ポスター04

SICF12※でグランプリを受賞した福士朋
子准教授のアートワークが表紙を飾る
スパイラルの広報誌「SPIRAL PAPER」が
発行されました。マンガの構法や手法を
用いて、力強い描線と鮮やかな色で個人
の小さなつぶやきを描き、目を奪う福士
先生のアートワークが、「SPIRAL PAPER」
の表紙と裏表紙に展開されています。
※Spiral Independent Creators Festival 12

パーソナルなつぶやき、
SPIRALに再登場06

新宿、歌舞伎町の資質を生かし、イメー
ジを再構築することを目的にした新宿
区によるプロジェクト「学生クリエイ
ターズ・フェスタin新宿２０１１」に大
学院修士課程デザイン専攻環境造形の
学生チームが作品を出品、優秀賞を受
賞しました。今大会テーマである「繋が
りの誘発」を表現した受賞作『361°』は、
一般投票でも2位を獲得しました。

歌舞伎町に新しい
コミュニケーション
装置を提案

05

大学院博士後期課程美術専攻デザイン
２年、チラユ・ポンワルットさんが制作
したマークが、相模原市特別高度救助
隊消防車「スーパーレスキューはやぶ
さ」のシンボルとして採用されました。
小惑星探査機はやぶさにちなんで「は
やぶさが高速で駆けつける様子をシン
プルに表現したかった」と話すポンワ
ルットさん。マークつき消防車は今後
10台まで増台します。

スーパー
レスキュー車に、
はやぶさ舞い降りる

07

自分たちが取り組んでいる環境活動
についてプレゼンテーションを行い、
「計画性」や「実行力」といった様々な
評価基準から評価を受ける全国大学
生環境活動コンテスト（通称エココ
ン）で、本学学生４グループで構成さ
れる環境活動団体「にこぷん」が審査
員特別賞を受賞しました。昨年に続
き、日頃の活動を報告する貴重な機会
となりました。

にこぷん、エココンで
審査員特別賞受賞！09

学生と社会を結びつけることを目的と
し、全国デザイン系大学学部３年生限
定の選抜作品展「金の卵　オールス
ターデザインショーケース（主催：六本
木AXIS）」に“日常／非常　ハイブリッ
ド型デザインのすすめ”とのテーマの
もと、芸術学部デザイン学科プロダク
トデザインコースから木皿千智さん、
黒川愛砂さん、村田芽以さんの作品が
選抜作品として展示されました。

日常の機能を
非常時に生かす
デザインが集結

08
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杉並キャンパスの７号館新校舎が完成し、3月8日に竣工式
が行われました。この7号館は、大講義室のほか芸術学部アー
ト・デザイン表現学科のスペースとして建てられました。
2010年度に教育組織が再編され、2年後に完成年度を迎える
アート・デザイン表現学科。新しい可能性をひめた表現の場
として実技教室や工房、PCルームなどを設置。学生がより
制作しやすい環境となるでしょう。

杉並キャンパス７号館
新校舎がついに完成10

公募展受賞者紹介11

芸術学部
卒業制作賞
　呉本舞子　　　絵画学科洋画専攻版画コース
　齋藤杏奈　　　絵画学科洋画専攻絵画Ⅰコース
　中川未央　　　絵画学科洋画専攻絵画Ⅰコース
　櫻井奈津美　　絵画学科日本画専攻
　及川翔子　　　工芸学科ガラスコース
　江塚奈々　　　立体アート学科
　尾屋みなみ　　デザイン学科ヴィジュアルデザインコース
　矢島玲奈　　　デザイン学科プロダクトデザインコース
　山口紘奈　　　デザイン学科環境デザインコース
　中野　咲　　　デザイン学科ヴィジュアルデザインコース
　加藤　蛍　　　メディアアート学科
　土方理紗子　　メディアアート学科
　松本春日　　　メディアアート学科
　伊藤由佳　　　ファッション造形学科

卒業研究賞
　荒井美月　　　芸術学科

優秀作品賞
　井上潤美　　　絵画学科洋画専攻絵画Ⅱコース
　岩淵彩香　　　絵画学科洋画専攻版画コース
　平城佑里子　　絵画学科洋画専攻版画コース
　室井麻未　　　絵画学科洋画専攻絵画Ⅰコース
　竹内絵梨菜　　絵画学科日本画専攻
　山田里実　　　絵画学科日本画専攻
　德永　碧　　　工芸学科染コース
　三村有見　　　工芸学科織コース
　稲場友紀　　　立体アート学科
　橋本はな　　　立体アート学科
　河本　永　　　デザイン学科ヴィジュアルデザインコース
　鈴木　雅　　　デザイン学科環境デザインコース
　仲子なつ美　　デザイン学科ヴィジュアルデザインコース
　中村理菜　　　デザイン学科ヴィジュアルデザインコース
　福本有香子　　デザイン学科プロダクトデザインコース
　北條里実　　　デザイン学科ヴィジュアルデザインコース
　森真奈美　　　デザイン学科プロダクトデザインコース
　竹田今日子　　メディアアート学科
　山田佳奈　　　メディアアート学科
　木村恵理　　　メディアアート学科
　島﨑杏美　　　メディアアート学科
　大須賀百々香　ファッション造形学科
　高木遥菜　　　ファッション造形学科

優秀研究賞
　西鍛治麻岐　　　　芸術学科
　梁　丞延　　　　　芸術学科

短期大学部　造形学科
卒業制作賞
　檜垣友見子　　　　美術コース
　大池舞子　　　　　美術コース
　和泉　月　　　　　デザインコース情報デザイン
　海野百恵　　　　　デザインコース情報デザイン
　皆川成美　　　　　デザインコース情報デザイン
　坂本菜摘　　　　　デザインコース創造デザイン
　松本来夢　　　　　デザインコース創造デザイン

優秀作品賞
　谷芙由美　　　　　美術コース
　日野沙紀　　　　　美術コース
　皆川　愛　　　　　美術コース
　木佐貫幸奈　　　　デザインコース情報デザイン
　スゥ ウェンディー　デザインコース情報デザイン
　野中美穂　　　　　デザインコース情報デザイン
　板橋亜弥　　　　　デザインコース創造デザイン
　小椋美咲　　　　　デザインコース創造デザイン
　中澤亜美　　　　　デザインコース創造デザイン
　松枝あかね　　　　デザインコース創造デザイン

短期大学部専攻科造形専攻
優秀作品賞
　矢澤せきみ　　　　美術コース
　増田　愛　　　　　美術コース
　荻　陽子　　　　　工芸デザインコース
　岩井　恵　　　　　工芸デザインコース
　髙橋さくら　　　　工芸デザインコース

平成23年度加藤成之記念賞
芸術学部
　室井麻未　　　　　絵画学科洋画専攻絵画Ⅰコース
　竹内唯可　　　　　絵画学科日本画専攻
　万見あかね　　　　工芸学科染コース
　木下咲香　　　　　立体アート学科
　磯村香那　　　　　デザイン学科プロダクトデザインコース
　渡邉由紀　　　　　メディアアート学科
　横井理子　　　　　ファッション造形学科
　笠原　舞　　　　　芸術学科

短期大学部
　松本来夢　　造形学科デザインコース創造デザイン
　古谷昌子　　専攻科造形専攻工芸デザインコース

平成23年度福澤一郎賞
　清水香帆　　大学院美術研究科修士課程美術専攻洋画研究領域
　小林文香　　大学院美術研究科修士課程美術専攻版画研究領域

平成23年度大久保婦久子賞
　髙橋舞子　　大学院美術研究科修士課程美術専攻洋画研究領域
　米田恵理　　大学院美術研究科修士課程美術専攻日本画研究領域
　茶之木絵理　大学院美術研究科修士課程美術専攻版画研究領域
　古田奈穂子　大学院美術研究科修士課程デザイン専攻ヒーリング造形研究領域
　山本佳那　　大学院美術研究科修士課程デザイン専攻ファッション造形研究領域
　友岡あゆ子　大学院美術研究科修士課程芸術文化専攻美術史研究領域

平成23年度女子美術大学美術館収蔵作品賞
　髙橋舞子　　大学院美術研究科修士課程美術専攻洋画研究領域

平成23年度女子美術大学美術館賞
　髙橋舞子　　大学院美術研究科修士課程美術専攻洋画研究領域
芸術学部
　中川未央　　絵画学科洋画専攻絵画Ⅰコース
　樺澤侑里　　絵画学科日本画専攻
　橘田朋美　　工芸学科染コース
　石井文音　　立体アート学科
　牧　恵子　　デザイン学科ヴィジュアルデザインコース
　渡邉由紀　　メディアアート学科
　井上麻由美　ファッション造形学科
短期大学部　造形学科
　日野沙紀　　美術コース

平成 23 年度
卒業制作賞・優秀作品賞 等 受賞者12

全国大学版画展
買上収蔵賞
岩淵彩香　芸術学部絵画学科洋画専攻版画コース4年
茶之木絵理　大学院美術研究科修士課程美術専攻版画研究領域2年
小林文香　大学院美術研究科修士課程美術専攻版画研究領域2年

京展
市長賞　
茶之木絵理　大学院美術研究科修士課程美術専攻版画研究領域2年

やまなし県民文化祭
やまなし県民文化祭賞
小林文香　大学院美術研究科修士課程美術専攻版画研究領域2年

神奈川県美術展
＜工芸部門＞
入選
荒井明日葉　大学院美術研究科修士課程美術専攻工芸（織）1年
井田未来　大学院美術研究科修士課程美術専攻工芸（織）2年

清州国際工芸ビエンナーレ（韓国）
入選
荒井明日葉　大学院美術研究科修士課程美術専攻工芸（織）1年

ジャパン・テキスタイル・コンテスト
＜学生の部＞
奨励賞
三村有見　芸術学部工芸学科織コース4年
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2007年より本学学生と株式会社電通の
クリエーターとの共同制作プロジェクトと
して開始した「女子美×電通 人権 アー
ト・プロジェクト」。今年度前期は、杉並
キャンパスにて伊勢克也教授が指導、後
期は川口吾妻教授が引き継ぎ、31点の
ポスターを制作しました。完成したポス
ターは相模原キャンパス224ギャラリー
で展示されました。

女子美と電通が考える
人権ポスター04

SICF12※でグランプリを受賞した福士朋
子准教授のアートワークが表紙を飾る
スパイラルの広報誌「SPIRAL PAPER」が
発行されました。マンガの構法や手法を
用いて、力強い描線と鮮やかな色で個人
の小さなつぶやきを描き、目を奪う福士
先生のアートワークが、「SPIRAL PAPER」
の表紙と裏表紙に展開されています。
※Spiral Independent Creators Festival 12

パーソナルなつぶやき、
SPIRALに再登場06

新宿、歌舞伎町の資質を生かし、イメー
ジを再構築することを目的にした新宿
区によるプロジェクト「学生クリエイ
ターズ・フェスタin新宿２０１１」に大
学院修士課程デザイン専攻環境造形の
学生チームが作品を出品、優秀賞を受
賞しました。今大会テーマである「繋が
りの誘発」を表現した受賞作『361°』は、
一般投票でも2位を獲得しました。

歌舞伎町に新しい
コミュニケーション
装置を提案

05

大学院博士後期課程美術専攻デザイン
２年、チラユ・ポンワルットさんが制作
したマークが、相模原市特別高度救助
隊消防車「スーパーレスキューはやぶ
さ」のシンボルとして採用されました。
小惑星探査機はやぶさにちなんで「は
やぶさが高速で駆けつける様子をシン
プルに表現したかった」と話すポンワ
ルットさん。マークつき消防車は今後
10台まで増台します。

スーパー
レスキュー車に、
はやぶさ舞い降りる

07

自分たちが取り組んでいる環境活動
についてプレゼンテーションを行い、
「計画性」や「実行力」といった様々な
評価基準から評価を受ける全国大学
生環境活動コンテスト（通称エココ
ン）で、本学学生４グループで構成さ
れる環境活動団体「にこぷん」が審査
員特別賞を受賞しました。昨年に続
き、日頃の活動を報告する貴重な機会
となりました。

にこぷん、エココンで
審査員特別賞受賞！09

学生と社会を結びつけることを目的と
し、全国デザイン系大学学部３年生限
定の選抜作品展「金の卵　オールス
ターデザインショーケース（主催：六本
木AXIS）」に“日常／非常　ハイブリッ
ド型デザインのすすめ”とのテーマの
もと、芸術学部デザイン学科プロダク
トデザインコースから木皿千智さん、
黒川愛砂さん、村田芽以さんの作品が
選抜作品として展示されました。

日常の機能を
非常時に生かす
デザインが集結

08
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女子美染織コレクションより琉球王国時代の伝統的な染
織品を展示するとともに、琉球・沖縄と本学を繋ぎその思
想を受け継いだ染織作家の作品、現在活躍している沖縄
の未来を予感させる染織作家たちの作品をご紹介します。

女子美染織コレクション Part2
沖縄の布―未来を紡ぐ―

5/ 21 (月 )      6 / 17 (日 )

芸術学部芸術学科4年生「アート・プロデュース」の授業と
して行われる展覧会です。

芸術学科 4 年生　展覧会

7/ 11 (水 )      7 / 30 (月 )

国立台湾芸術大学・女子美術大学交流展

4/ 7 (土 )      5 / 13 (日 )

平成23年度大学院美術研究科修了生の作品が53点展示され、
多様で豊かな表現が展示会場を埋め尽くしました。修了生の
ポートフォリオのコーナーや、一般公開イベント「キュレー
ターの眼・公開講評会」の開催など新たな試みがありました。

平成 23 年度
女子美術大学大学院修了制作作品展
3/ 11 (日 )      3 / 20 (火・祝 ) 

J A M 展覧会予告

おしらせ

J A M 展覧会予告J A M  展覧会報告②

J A M  展覧会報告①

J AM　女子美アートミュージアム展覧会情報

女子美術大学が学術交流協定を締結している国立台湾芸術
大学との交流展です。本展覧会は本学版画研究室により企画
され、両校の教員や学生約60名の版画作品を主に展示しま
す。台湾から関係者が来日し、関連イベントに参加予定です。

銀座 gal lery 女子美　展覧会報告

石塚雅子・東田理佐 展
平成24年1/9（月）→1/21（土）

短期大学部非常勤講師、石塚雅子と東田理佐による2人展。
油彩、ドローイングを展示。

第7回｢新しい眼｣　松尾玲央奈 展
－女子美術大学大学院博士後期課程修了作品展－
平成24年3/5（月）→3/10（土）
2012年3月に女子美術大学大学院博士課程立体芸術領域を修
了する松尾玲央奈による個展。　

第6回｢新しい眼｣　学生公募企画②
古井彩夏×帆足枝里子
平成24年2/13（月）→2/18（土）
学内公募で選ばれた修士課程立体芸術領域１年生による２人展。

田口健太・吉田ゆう -Print on-
平成24年2/20（月）→3/3（土）

愛知県立芸術大学非常勤講師、田口健太と本学美術学科洋画専
攻（版画）専任助手、吉田ゆうによる写真技法を用いた版画展。

第5回｢新しい眼｣　学生公募企画①
佐藤沙世子×松坂紀美代×森口美樹｢ｓｕｋｉｍａ｣
平成24年2/6（月）→2/11（土）
学内公募で選ばれた美術学科洋画専攻3年生による3人展。

江口美幸 個展
平成24年1/23（月）→2/4（土）

洋画専攻卒業・春陽会会友、江口美幸による個展。油彩、ドローイ
ングを展示。

飯嶋桃代 format-A
平成24年3/12（月）→3/24（土）

芸術学部（立体アート）非常勤講師、飯嶋桃代による個展。毛皮
を用いた作品を発表 2011/12 / 9 (金 )     2012/2 / 5 (日 ) 

JAMJAM

「女子美ガレリアニケ」がオープンします。
杉並キャンパス1号館1階に「女子美ガレリアニケ」がオープンします。当展示場
では「社会とつながる」をキーワードに展覧会をはじめ、ワークショップや講演
会の開催など多様な活動を展開していく予定です。
4/6（金）→4/14（土）
「女子美術大学美術館賞受賞者作品展」
開場時間 10：00 ～ 17：00 ／休館日 日・祝日

「歴史資料展示室」が開室します。
自校史教育を始め、本学の歴史をたくさんの方々に伝えることを目的として杉
並キャンパス1号館1階に歴史資料展示室を開室します。また、染織資料を中心
として美術館の収蔵品を展示するコーナーを設け、収蔵品を公開していきます。
5/19（土）～ 10/28（日）
女子美術大学歴史資料展示室開室記念展
「収蔵資料にみる女子美の歴史」
開室時間 10：00 ～ 17：00 ／休室日 火・日・祝日、8/9 ～ 17
※ただし6/3、7/15・16、9/16、10/28は特別開館

閉廊のお知らせ
「銀座gallery女子美」（GGJ）は2012年3月31日をもって閉廊することとな
りました。2007年の開廊以来、多くの来場者が訪れ、本学の卒業、教員、
学生の作品をたくさんの方々に紹介することができました。
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女子美染織コレクションより琉球王国時代の伝統的な染
織品を展示するとともに、琉球・沖縄と本学を繋ぎその思
想を受け継いだ染織作家の作品、現在活躍している沖縄
の未来を予感させる染織作家たちの作品をご紹介します。

女子美染織コレクション Part2
沖縄の布―未来を紡ぐ―

5/ 21 (月 )      6 / 17 (日 )

芸術学部芸術学科4年生「アート・プロデュース」の授業と
して行われる展覧会です。

芸術学科 4 年生　展覧会

7/ 11 (水 )      7 / 30 (月 )

国立台湾芸術大学・女子美術大学交流展

4/ 7 (土 )      5 / 13 (日 )

平成23年度大学院美術研究科修了生の作品が53点展示され、
多様で豊かな表現が展示会場を埋め尽くしました。修了生の
ポートフォリオのコーナーや、一般公開イベント「キュレー
ターの眼・公開講評会」の開催など新たな試みがありました。

平成 23 年度
女子美術大学大学院修了制作作品展
3/ 11 (日 )      3 / 20 (火・祝 ) 

J A M 展覧会予告

おしらせ

J A M 展覧会予告J A M  展覧会報告②

J A M  展覧会報告①

J AM　女子美アートミュージアム展覧会情報

女子美術大学が学術交流協定を締結している国立台湾芸術
大学との交流展です。本展覧会は本学版画研究室により企画
され、両校の教員や学生約60名の版画作品を主に展示しま
す。台湾から関係者が来日し、関連イベントに参加予定です。

銀座 gal lery 女子美　展覧会報告

石塚雅子・東田理佐 展
平成24年1/9（月）→1/21（土）

短期大学部非常勤講師、石塚雅子と東田理佐による2人展。
油彩、ドローイングを展示。

第7回｢新しい眼｣　松尾玲央奈 展
－女子美術大学大学院博士後期課程修了作品展－
平成24年3/5（月）→3/10（土）
2012年3月に女子美術大学大学院博士課程立体芸術領域を修
了する松尾玲央奈による個展。　

第6回｢新しい眼｣　学生公募企画②
古井彩夏×帆足枝里子
平成24年2/13（月）→2/18（土）
学内公募で選ばれた修士課程立体芸術領域１年生による２人展。

田口健太・吉田ゆう -Print on-
平成24年2/20（月）→3/3（土）

愛知県立芸術大学非常勤講師、田口健太と本学美術学科洋画専
攻（版画）専任助手、吉田ゆうによる写真技法を用いた版画展。

第5回｢新しい眼｣　学生公募企画①
佐藤沙世子×松坂紀美代×森口美樹｢ｓｕｋｉｍａ｣
平成24年2/6（月）→2/11（土）
学内公募で選ばれた美術学科洋画専攻3年生による3人展。

江口美幸 個展
平成24年1/23（月）→2/4（土）

洋画専攻卒業・春陽会会友、江口美幸による個展。油彩、ドローイ
ングを展示。

飯嶋桃代 format-A
平成24年3/12（月）→3/24（土）

芸術学部（立体アート）非常勤講師、飯嶋桃代による個展。毛皮
を用いた作品を発表 2011/12 / 9 (金 )     2012/2 / 5 (日 ) 

JAMJAM

「女子美ガレリアニケ」がオープンします。
杉並キャンパス1号館1階に「女子美ガレリアニケ」がオープンします。当展示場
では「社会とつながる」をキーワードに展覧会をはじめ、ワークショップや講演
会の開催など多様な活動を展開していく予定です。
4/6（金）→4/14（土）
「女子美術大学美術館賞受賞者作品展」
開場時間 10：00 ～ 17：00 ／休館日 日・祝日

「歴史資料展示室」が開室します。
自校史教育を始め、本学の歴史をたくさんの方々に伝えることを目的として杉
並キャンパス1号館1階に歴史資料展示室を開室します。また、染織資料を中心
として美術館の収蔵品を展示するコーナーを設け、収蔵品を公開していきます。
5/19（土）～ 10/28（日）
女子美術大学歴史資料展示室開室記念展
「収蔵資料にみる女子美の歴史」
開室時間 10：00 ～ 17：00 ／休室日 火・日・祝日、8/9 ～ 17
※ただし6/3、7/15・16、9/16、10/28は特別開館

閉廊のお知らせ
「銀座gallery女子美」（GGJ）は2012年3月31日をもって閉廊することとな
りました。2007年の開廊以来、多くの来場者が訪れ、本学の卒業、教員、
学生の作品をたくさんの方々に紹介することができました。
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女子美染織コレクションより琉球王国時代の伝統的な染
織品を展示するとともに、琉球・沖縄と本学を繋ぎその思
想を受け継いだ染織作家の作品、現在活躍している沖縄
の未来を予感させる染織作家たちの作品をご紹介します。

女子美染織コレクション Part2
沖縄の布―未来を紡ぐ―

5/ 21 (月 )      6 / 17 (日 )

芸術学部芸術学科4年生「アート・プロデュース」の授業と
して行われる展覧会です。

芸術学科 4 年生　展覧会

7/ 11 (水 )      7 / 30 (月 )

国立台湾芸術大学・女子美術大学交流展

4/ 7 (土 )      5 / 13 (日 )

平成23年度大学院美術研究科修了生の作品が53点展示され、
多様で豊かな表現が展示会場を埋め尽くしました。修了生の
ポートフォリオのコーナーや、一般公開イベント「キュレー
ターの眼・公開講評会」の開催など新たな試みがありました。

平成 23 年度
女子美術大学大学院修了制作作品展
3/ 11 (日 )      3 / 20 (火・祝 ) 

J A M 展覧会予告

おしらせ

J A M 展覧会予告J A M  展覧会報告②

J A M  展覧会報告①

J AM　女子美アートミュージアム展覧会情報

女子美術大学が学術交流協定を締結している国立台湾芸術
大学との交流展です。本展覧会は本学版画研究室により企画
され、両校の教員や学生約60名の版画作品を主に展示しま
す。台湾から関係者が来日し、関連イベントに参加予定です。

銀座 gal lery 女子美　展覧会報告

石塚雅子・東田理佐 展
平成24年1/9（月）→1/21（土）

短期大学部非常勤講師、石塚雅子と東田理佐による2人展。
油彩、ドローイングを展示。

第7回｢新しい眼｣　松尾玲央奈 展
－女子美術大学大学院博士後期課程修了作品展－
平成24年3/5（月）→3/10（土）
2012年3月に女子美術大学大学院博士課程立体芸術領域を修
了する松尾玲央奈による個展。　

第6回｢新しい眼｣　学生公募企画②
古井彩夏×帆足枝里子
平成24年2/13（月）→2/18（土）
学内公募で選ばれた修士課程立体芸術領域１年生による２人展。

田口健太・吉田ゆう -Print on-
平成24年2/20（月）→3/3（土）

愛知県立芸術大学非常勤講師、田口健太と本学美術学科洋画専
攻（版画）専任助手、吉田ゆうによる写真技法を用いた版画展。

第5回｢新しい眼｣　学生公募企画①
佐藤沙世子×松坂紀美代×森口美樹｢ｓｕｋｉｍａ｣
平成24年2/6（月）→2/11（土）
学内公募で選ばれた美術学科洋画専攻3年生による3人展。

江口美幸 個展
平成24年1/23（月）→2/4（土）

洋画専攻卒業・春陽会会友、江口美幸による個展。油彩、ドローイ
ングを展示。

飯嶋桃代 format-A
平成24年3/12（月）→3/24（土）

芸術学部（立体アート）非常勤講師、飯嶋桃代による個展。毛皮
を用いた作品を発表 2011/12 / 9 (金 )     2012/2 / 5 (日 ) 

JAMJAM

「女子美ガレリアニケ」がオープンします。
杉並キャンパス1号館1階に「女子美ガレリアニケ」がオープンします。当展示場
では「社会とつながる」をキーワードに展覧会をはじめ、ワークショップや講演
会の開催など多様な活動を展開していく予定です。
4/6（金）→4/14（土）
「女子美術大学美術館賞受賞者作品展」
開場時間 10：00 ～ 17：00 ／休館日 日・祝日

「歴史資料展示室」が開室します。
自校史教育を始め、本学の歴史をたくさんの方々に伝えることを目的として杉
並キャンパス1号館1階に歴史資料展示室を開室します。また、染織資料を中心
として美術館の収蔵品を展示するコーナーを設け、収蔵品を公開していきます。
5/19（土）～ 10/28（日）
女子美術大学歴史資料展示室開室記念展
「収蔵資料にみる女子美の歴史」
開室時間 10：00 ～ 17：00 ／休室日 火・日・祝日、8/9 ～ 17
※ただし6/3、7/15・16、9/16、10/28は特別開館

閉廊のお知らせ
「銀座gallery女子美」（GGJ）は2012年3月31日をもって閉廊することとな
りました。2007年の開廊以来、多くの来場者が訪れ、本学の卒業、教員、
学生の作品をたくさんの方々に紹介することができました。




